戦中期における少女の化粧　－『少女の友』からの一考察 by 小出, 治都子


















て考察する。戦中期の化粧品広告は 1941 年 1 月～ 1943 年 7 月まで掲載された。
そこで、第１節では、化粧品広告が掲載されていた時期の化粧品会社の動向と
ともに、『少女の友』が示した少女の理想像がどのようなものであったかを考
察する。第２節では、1941 年 1 月～ 1943 年 7 月までの『少女の友』に掲載さ
れた化粧品広告を具体的に考察する。化粧品広告に描かれた挿絵や広告文句が
どのようなものであったかを提示し、少女文化にどのような影響を与えていた
かを論じる。第３節では、化粧品広告が掲載されなかった 1943 年 8 月～ 1945
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の条件であり、その年齢は 12 歳～ 17 歳頃である。
　この少女たちが愛読していた少女雑誌の一つが、実業之日本社から刊行さ
















244 第 2 部　論文集 24戦中期における少女の化粧
1．1941 年 1 月～ 1943 年の『少女の友』と化粧品会社
　1941 年 1 月～ 1943 年 7 月にかけての『少女の友』に掲載された化粧品広告
数は、文末の表 1 に掲載したとおりである。この表から分かるように、化粧品
広告は戦争が拡大する 1941 年以降も掲載されていた。ただし、その掲載方法






















































































2．1941 年 1 月～ 1943 年 7 月までの化粧品広告
　   ──ウテナバニシングクリーム広告を中心に
　1941 年 1 月～ 1943 年 7 月までの『少女の友』に掲載さ
れたウテナバニシングクリームの広告は 13 枚である。前
節で触れた広告規制により、誇大広告が強く戒められた
ため、1940 年 9 月以前と以後の広告表現には相違が見ら

































た。このような広告は、1941 年以前のものも含めれば、1940 年 12 月には、ウ
テナ広告に「興亞」と書かれた広告文句が登場する。その後、1941 年 2 月・4
月・5 月にもウテナ広告にも同様に「興亞」が、さらに、同年 10 月には「奉






























　そこで、次節では、化粧品広告が掲載されなくなった 1943 年 8 月以降の
『少女の友』と化粧品会社の動きを踏まえつつ考察する。
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3．1943 年 8 月～ 1946 年 7 月までの『少女の友』と化粧品会社
　　─―化粧品広告の再掲載まで
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るかもしれない。
　中原淳一は、1946 年 2 月・4 月・6 月の『少女の友』
の裏表紙にスタイル画を描いた。そこに描かれた少女
のスタイルに戦争の影響はみじんも感じられない。中
















　1946 年 7 月の『少女の友』に再掲載された化粧品広告は、中山太陽堂のク
ラブ乳液と昇英堂のピース香油であった。中山太陽堂の広告には笑顔の少女の












































































りである（文末表 1 参照）。ナリス化粧品：4 枚、三和商会：12 枚（バ
ニシングクリーム：4 枚、コールドクリーム：6 枚、粉白粉：1 枚、
水白粉：1 枚）、ウテナ：30 枚（バニシングクリーム：13 枚、レモ
ンクリーム：9 枚、ビーシー乳液：8 枚）、カガシ商品本舗：29 枚（グ
ランドクリーム・カガシクリーム：9 枚、ミルクローション：4 枚、
液体コールド：16 枚）、橋本製薬：14 枚、桃谷順天館：28 枚（にき
びとり美顔水：24 枚、明色クリームローション：3 枚、明色クリン
シンクリーム：1 枚）、藤村一誠堂：12 枚、湯瀬産業：16 枚、その
他：ベルボンクリーム、レービクリーム、モロゾフのノリトあらい
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ことからコールドクリームのよび名がついた。油性クリームともよ
ばれる（日本化粧品技術者会編 2003: 478）。





12 月 1 日より 1943 年 2 月 28 日まで、一般化粧品：50％、洗粉・シャ
ンプー：20％となっている。
1941（昭和 16）年 1942（昭和 17）年
数量（ 瓩
キログラム
） 金額（円） 数量（瓩） 金額（円）
バニシングクリーム 3,557,580 48,454,236 3,735,459 50,876,948
コールドクリーム 288,592 4,854,123 303,022 5,096,829
化粧水 1,502,052 9,012,314 1,577,155 9,462,930
肌洗粉 887,478 3,514,454 931,863 3,690,177
合計 6,235,702 65,835,127 6,547,499 69,126,0884









（9）1943 年から 1945 年までの化粧品生産実績は以下の表のとおりで
ある。物品税の課税率は、1943 年 3 月 1 日から 1944 年 2 月 11 日まで、
一般化粧品：80％、洗粉・シャンプー：30％となっている。さらに、
1944 年 2 月 12 日からはさらに上がり、一般化粧品：120％、洗粉・シャ
ンプー：60％となっている。






2,819,385 46,068,756 2,195,814 43,872,367 1,906,901 38,099,885
コールドク
リーム
228,126 4,603,587 178,036 4,390,362 654,611 3,812,702
化粧水 1,192,000 8,582,402 928,566 8,171,385 806,391 7,096,239
肌洗粉 705,178 3,025,215 547,434 2,890,452 475,406 2,510,142
合計 4,944,689 62,279,960 3,849,850 59,324,566 3,843,309 51,518,968






（11）1913 年生 -1983 年没。イラストレーター、人形作家。略歴につい
ては、http://www.junichi-nakahara.com/profile/ryakureki 参照。
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1941 年 1 月 34 巻 1 号 ○ ○ ○ ○ × × × × ×
1941 年 2 月 34 巻 2 号 ○ ○ ○ ○ × × × × ×
1941 年 3 月 34 巻 3 号 ○ ○ ○ ○ × × × × ×
1941 年 4 月 34 巻 4 号 ○ ○ ○ ○ × × × × ×
1941 年 5 月 34 巻 5 号 ○ ○ ○ ○ × × × × ×
1941 年 6 月 34 巻 6 号 ○ ○ ○ ○ × × × × ×
1941 年 7 月 34 巻 7 号 ○ ○ ○ ○ × × × × ×
1941 年 8 月 34 巻 8 号 ○ ○ ○ ○ × × × × ×
1941 年 9 月 34 巻 9 号 ○ ○ ○ ○ × × × × ×
1941 年 10 月 34 巻 10 号 ○ ○ ○ ○ × × × × ×
1941 年 11 月 34 巻 11 号 ○ ○ ○ ○ × × × × ×
1941 年 12 月 34 巻 12 号 ○ ○ ○ ○ × × × × ×
1942 年 1 月 35 巻 1 号 ○ ○ ○ ○ × × × × ×
1942 年 2 月 35 巻 2 号 ○ ○ × ○ ○ ○ × × ×
1942 年 3 月 35 巻 3 号 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ×
1942 年 4 月 35 巻 4 号 × × × ○ ○ × ○ × ×
1942 年 5 月 35 巻 5 号 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ×
1942 年 6 月 35 巻 6 号 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ×
1942 年 7 月 35 巻 7 号 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ×
1942 年 8 月 35 巻 8 号 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ×
22 第 2 部　論文集 23日本のセルフヘルプグループ言説の歴史社会学
1942 年 9 月 35 巻 9 号 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ×
1942 年 10 月 35 巻 10 号 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ×
1942 年 11 月 35 巻 11 号 ○ ○ × ○ × × ○ ○ ×
1942 年 12 月 35 巻 12 号 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ×
1943 年 1 月 36 巻 1 号 ○ × × × × ○ ○ ○ ×
1943 年 2 月 36 巻 2 号 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ×
1943 年 3 月 36 巻 3 号 ○ ○ × ○ × × ○ ○ ×
1943 年 4 月 36 巻 4 号 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ×
1943 年 5 月 36 巻 5 号 ○ ○ × × × × ○ ○ ○
1943 年 6 月 36 巻 6 号 ○ ○ × × × × ○ × ○
1943 年 7 月 36 巻 7 号 ○ ○ × × × ○ ○ × ○
表 2　1946 年 8月～ 1946 年 7月までの『少女の友』広告掲載
1943 年 8 月
↓




1946 年 2 月 広告掲載なし 裏表紙：中原淳一「春への工夫」
1946 年 4 月 広告掲載なし
裏表紙：中原淳一
「オーバを脱ぐ季節が來ました」
1946 年 6 月 広告掲載なし 裏表紙：中原淳一「太陽の下で」
























ら SHG が記述された文献が増大しており、それらが専門職が予め、SHG 概念
に包含された形で、内包されてきている。これらは、SHG の集団把握にある
程度指針を与えていることを指摘する。
　第三節において、日本でも専門職側が SHG にどうかかわるかという問題系
が専門家側の問題意識として先鋭化し、多大に専門職が関わるときの作法が問
題にされていることを明らかにし、それらの乗り越えとして専門職側が、支援
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